
 
      

 

日
本
書
紀 

編
纂 

一
千
三
百
年 

奈
良
時
代
の
、
養
老
四
年(

七
二
〇)

五
月
二
十
一
日
、

第
四
十
四
代 

元
正
天
皇
の
も
と
へ
、
舎
人
親
王
が
『
日

本
書
紀
』
三
十
巻
、
系
図
一
巻
を
献
上
し
て
か
ら
、
今

月
で
一
千
三
百
年
と
な
り
ま
す
。 

こ
の
『
日
本
書
紀
』
と
は
、『
古
事
記
』
に
続
く
日
本

最
古
級
の
文
献
の
一
つ
で
あ
り
、『
古
事
記
』
が
皇
室
の

目
線
で
伝
承
す
る
話
を
ま
と
め
た
物
語
と
す
る
と
、

『
日
本
書
紀
』
は
国
家
の
目
線
で
編
纂
さ
れ
た
歴
史
書

と
も
い
え
、
公
的
性
格
の
強
い
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

そ
の
為
、『
古
事
記
』
よ
り
も
詳
細
な
内
容
と
、
ま
た

各
豪
族
な
ど
に
伝
わ
る
異
説
、
異
伝
な
ど
も
書
か
れ
て

い
る
事
か
ら
膨
大
な
文
量
と
な
っ
て
お
り
、
そ
れ
ら
を

混
同
し
な
い
よ
う
に
、
本
文
に
続
く
各
説
話
に
は
「
一

書
曰
く(

あ
る
ふ
み
い
わ
く)

」
と
銘
打
っ
て
か
ら
記
述

す
る
な
ど
、
後
世
に
史
料
と
し
て
活
用
し
や
す
い
形
に

整
え
ら
れ
て
お
り
、
史
料
と
し
て
合
理
的
で
編
纂
態
度

も
客
観
的
な
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
古
代
の

歌
謡
一
二
八
首
を
記
載
し
て
い
る
点
な
ど
、
日
本
の
文

学
史
上
に
お
い
て
も
貴
重
な
文
献
で
も
あ
り
ま
す
。 

こ
の
『
日
本
書
紀
』
が
編
纂
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

背
景
に
は
、
飛
鳥
～
奈
良
時
代
に
か
け
て
大
陸
の
影
響

が
徐
々
に
濃
厚
と
な
り
、
白
村
江
の
戦
い
な
ど
が
起
こ

る
に
あ
た
っ
て
、
大
陸
由
来
の
戦
乱
が
日
本
国
内
に
ま

で
及
べ
ば
、
日
本
人
の
歴
史
ま
で
戦
火
に
よ
り
消
え
る

可
能
性
が
あ
っ
た
事
、
ま
た
各
豪
族
の
家
々
で
、
自
分

た
ち
の
都
合
の
良
い
話
を
盛
り
込
ん
だ
り
す
る
改
竄

が
見
ら
れ
た
事
な
ど
、
正
し
い
日
本
史
が
揺
ら
い
で
い

た
事
か
ら
、
国
家
規
模
で
正
式
な
日
本
史
の
成
立
が
求

め
ら
れ
て
い
た
事
が
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。 

し
か
し
、
昨
今
も
う
ひ
と
つ
の
可
能
性
と
し
て
、
こ

の
時
代
、
天
然
痘
な
ど
の
疫
病
が
大
陸
か
ら
入
っ
て
き

た
事
で
、
抗
体
の
無
か
っ
た
日
本
人
は
亡
く
な
る
人
が

続
出
し
た
時
代
で
も
あ
る
事
か
ら
、
何
と
か
生
き
て
い

る
う
ち
に
歴
史
を
伝
え
よ
う
と
し
た
、
そ
う
し
た
可
能

性
も
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。 

い
ま
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
で
、
お
年
寄
り
の
方
が

次
々
と
亡
く
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
う
し
た
方
々
の
感
染

予
防
は
勿
論
の
事
で
す
が
、
戦
後
の
歴
史
を
聞
け
る
時

間
は
あ
と
僅
か
で
す
。
日
本
書
紀
一
千
三
百
年
の
節
目

に
ぜ
ひ
現
代
の
歴
史
に
も
耳
を
傾
け
ま
し
ょ
う
。 

 

 
 

祭
礼
催
事
中
止
に
つ
い
て 

報
道
等
で
も
ご
承
知
の
通
り
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
に
よ
る
、
緊
急
事
態
宣
言
が
四
月
七
日
に
発
出
さ
れ

ま
し
た
が
、
現
状
を
鑑
み
る
に
、
引
き
続
き
感
染
拡
大

を
防
止
す
る
観
点
か
ら
、
左
記
祭
礼
に
つ
き
ま
し
て
は
、

神
職
に
よ
る
神
事
の
み
と
し
、
一
般
の
ご
参
列
は
ご
遠

慮
頂
く
形
で
斎
行
す
る
事
と
な
り
ま
し
た
。 

 

・
五
月 

五
日 

玉
姫
稲
荷
神
社
例
祭(

玉
姫
祭) 

・
五
月
十
五
日 

喜
多
埜
稲
荷
、
白
龍
社
例
祭 

・
六
月 

四
日 

歯
神
社
例
祭 

・
六
月
三
十
日 

夏
越
大
祓(

御
旅
社) 

・
七
月
六
日
～
七
日 

七
夕
祭(

御
旅
社) 

・
七
月
十
五
日 

例
祭(

御
本
社) 

・
七
月
廿
四
日 

遣
梅
式(

神
事
も
中
止) 

 何
卒
ご
理
解
ご
協
力
の
程
、
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

 
 

今
月
の
暦 

                   

～ 

綱
敷
天
神
社
Ｓ
Ｎ
Ｓ
、
地
図
サ
イ
ト 

～ 
     

編
著 

綱
敷

つ
な
し
き

天
神
社 

禰
宜

ね

ぎ 
(

御
旅
社 

神
主) 

 
 

 
 

 
 
 
 

  
  

白 

江 
 

秀 

知 
 

 当宮地図 

Google MAP 

 

喜 
多 

埜 
 

第
一
八
二
号 

 

 
綱
敷
天

つ
な
し
き
て
ん

神
社

じ
ん
し
ゃ 

社
報 

 

 

【
祭
礼
】 

        

【
節
気
】 

     

【
雑
節
】 

   

【
大
安
】 

   

【
祝
日
】 

   

【
旬
】 

 

[

野 

菜] 

ア
ス
ラ
パ
ラ
ガ
ス
、
ジ
ャ
ガ
イ
モ
、
春
キ
ャ
ベ
ツ
、 

 
 

 
 

 
 

 

サ
ヤ
エ
ン
ド
ウ
、
ミ
ツ
バ
、
フ
キ
、
新
ゴ
ボ
ウ
な
ど 

[

果 

物] 

イ
チ
ジ
ク
、
枇
杷
、
夏
み
か
ん
、
グ
レ
ー
プ
フ
ル
ー
ツ
、 

イ
チ
ゴ(

露
地
物)

、
下
旬
で
は
梅
酒
用
の
青
梅
な
ど 

[

魚
介
類] 

タ
コ(

真
蛸)

、
カ
ツ
オ(

初
鰹)

、
ア
ジ
、
ヤ
マ
メ
、
イ
サ
キ
、 

メ
バ
ル
、
キ
ビ
ナ
ゴ
、
サ
ザ
エ
、
春
牡
蠣
な
ど 

[

そ
の
他] 

新
茶
、
バ
ラ
、
ツ
ツ
ジ
、
カ
キ
ツ
バ
タ
、
シ
ャ
ク
ヤ
ク 

 

雑
感 

 

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
感
染
拡
大
を
防
ぐ
観
点
か
ら
、
緊
急
事
態
宣
言
が
発
出
さ 

れ
て
か
ら
、
梅
田
の
人
通
り
は
本
当
に
少
な
く
な
り
ま
し
た
。
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ 

モ
の
調
べ
に
よ
る
と
、
大
阪
梅
田
の
人
出
は
感
染
拡
大
以
前
と
比
べ
て
、 

八
七
・
八
％
も
減
少
と
全
国
屈
指
の
減
少
率
で
あ
っ
た
そ
う
で
す
。
経
済
的 

に
は
大
変
な
状
況
で
す
が
、
大
阪
の
人
々
の
災
害
時
へ
の
結
束
の
強
さ
を
表 

し
た
数
字
と
も
い
え
そ
う
で
す
。
も
う
ひ
と
踏
ん
張
り
が
ん
ば
り
ま
し
ょ
う
。 

 

※ 

先
月
号
記
載
の
立
皇
嗣
の
礼
で
す
が
、
四
月
十
九
日
の
挙
行
と
記
載
し
ま

し
た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
延
期(

日
程
未
定)

と
な
ら
れ
ま
し
た
。 

玉
姫
祭(

五
日)…

御
旅
社
の
末
社
・
玉
姫
社
例
祭 

神
事
の
み 

喜
多
埜
稲
荷
神
社 

並
び
に 

白
龍
社 

例
祭(

十
五
日)…

御
本
社
末
社
の
例
祭 

神
事
の
み 

  
立
夏(
五
日)…

こ
の
日
か
ら
暦
の
上
で
は
夏 

小
満(
二
十
日)…

草
木
の
葉
が
一
定
の
大
き
さ
に
な
る
頃 

   

八
十
八
夜(

一
日) 

…

立
春
か
ら
八
十
八
日
目
。
新
茶
の
時
期 

   

五
月
六
日
、
十
二
日
、
十
八
日
、
廿
四
日
、
丗
日 

   

憲
法
記
念
日(

三
日)

、
み
ど
り
の
日(

四
日)

、 

こ
ど
も
の
日(

五
日) 

※
六
日
は
振
替
休
日 

 


